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本論文の構成は，以下の通りである。第 1部 (第 1章から第 3章) では，本論文の問題と
目的を述べた。第 1 章では介護者が抱える臨床的な問題を概観し，第 2 章では先行研究の
問題点を示し，第 3章では本論文の目的を述べた。 
第 2部 (第 4章から第 9章) は 6つの実証研究から構成されている。第 4章 (【研究Ⅰ】) 






























第 7章から第 9章 (【研究Ⅳ】から【研究Ⅵ】) では，家族構造と主介護者のストレスの








 第 8章 (【研究Ⅴ】) では，第 2段階として，家族構造と主介護者の介護評価の関連を検
討した。介護評価は，肯定的介護評価 (介護役割充足感，高齢者への親近感，自己成長感) 

























(Family Balance Hypothesis of Caring Families : FBH-CF) を提示した。 
第 11章では，本論文の意義と限界点を述べた。本論文の意義は，介護者へのカウンセリ
ングにおいて家族構造に着目する必要性を実証的に明らかにしたことである。FBH-CF に
よると，家族構造は主介護者の対処方略，肯定的な介護評価，ストレス反応と関連する。家
族構造を調整することで，家族全体が問題解決に向けた取り組みを実行できるようになり，
主介護者は介護について肯定的に捉え，効果的に対処できるようになり，ストレス反応が軽
減される。したがって，介護者へのカウンセリングでは介護者の対処方略に焦点を当てるだ
けでなく，家族構造を調整することが有益であろう。本論文を契機として，介護者家族に関
する家族研究が進展することが望まれる。 
 
 
